
　 取組 具体的な取組内容

（目標５０％）

（目標５６％）

73% （単年目標）

68% (目標６１%)

38% （単年目標）

令和５年度進捗率

【印】焼却炉の劣化が著しいことや、炉内に焼却灰
が固着するリスクのため、安定した850℃以上の高
温焼却は実施できていない。そのため、焼却灰の固
着対策の検討を進めながら、花見、花二ともに、焼
却炉の整備が整い次第、高温焼却を実施していく予
定である。
【手】令和２年度より、継続して焼却炉の汚泥焼却
温度を８５０℃以上に保つ運転を実施することが出
来た。
【江】令和６年2月から、江戸川第一終末処理場の焼
却炉が稼働し、高温焼却運転を実施しており、引き
続き高温処理運転を実施していく。

【印】花見、花二共に焼却炉の
整備が整い次第高温焼却を導入
していく予定。
【手】前年度と同様
【江】高温焼却を実施。

【印】工事発注の際に、施工条件の明示や特記仕様
書に不要なアイドリングの中止や環境対策などを記
載して推進したことで、環境に配慮した工事を実施
することができた。
【手】近年は工事の発注段階で低騒音・低排出型の
建設機械を選定し、施工者も同様の使用機械を選定
し使用しており、環境対策への取組を実施した。
【江】温室効果ガス排出量の削減を図るため、環境
対策型建設機械の使用や、工事関係車両のアイドリ
ングストップを工事請負業者に要請し、実施した。
令和６年度以降も引き続き同様の取組を行う。

(6)
温室効果ガス
排出量の削減

⑩
工事中の環境対
策

工事を実施する際には、建設・運搬機械の
運転における不要なアイドリング中止、環
境対策型建設機械の選定など、温室効果ガ
ス排出量の削減を推進していきます。

【印】環境対策型建設機械の使用、工事関
係車両のアイドリングストップ
【手】工事の設計・積算にあたって、低騒
音・低排出型の建設機械を選定し、契約図
書にも仕様を定めている。
【江】
環境対策型建設機械の使用・工事関係車両
のアイドリングストップ

【印】前年度と同様
【手】引き続き低騒音・低排出
型の建設機械を設計・積算時点
に選定していく。
【江】
前年度と同様

⑪ 高温焼却の推進

花見川、花見川第二、手賀沼の各終末処理
場では、焼却炉の汚泥焼却温度を原則
850℃以上に保つ高温焼却を実施しま
す。

【印】花見：焼却炉の老朽化・劣化が見ら
れるため、実施していない。
花二：焼却炉が２炉しかなく、修繕等で１
炉しか稼働できない場合の閉塞リスク考
え、高温焼却は出来ていない。
【手】３炉すべて年間を通じて高温焼却を
実施。
【江】令和6年2月から、江戸川第一終末
処理場の焼却炉が稼働し、高温焼却運転を
実施している。

【印】消費エネルギー診断の結果、花見川終末処理
場及び花見川第二終末処理場では運転管理によるエ
ネルギー削減手法は、実運用にてすべて実施済み。
【手】設備の配管の見直しによるポンプとの組合わ
せの最適化により電動機の省エネ化を図るなど、温
室効果ガス排出量の削減に努めた。
【江】個々の機器の新技術導入等を踏まえて、電力
量、ライフサイクルでの環境負荷を確認しながら、
機器の選定を進めた。

(6)
温室効果ガス
排出量の削減

⑧ 新技術の導入

下水処理場の設備の新規導入・更新時に
は、メンブレン式散気装置を設置するな
ど、積極的に省エネ機器を導入し、温室効
果ガス排出量の削減に努めます。

【印・手・江】該当なし 【印・手】該当なし
【江】水処理第3系列の設備で設
計ミニVEを実施し、新技術・省
エネ性・最適化等の検討を行
う。

【印】該当なし
【手】下水処理場の設備の新規導入・更新時に、
トップランナー変圧器やメンブレン式散気装置を導
入するなど、積極的に省エネ機器を導入し、温室効
果ガス排出量の削減に努めた。
【江】機器の選定にあたっては、新技術の動向に注
視し、その信頼性、省エネ性、維持管理等を確認し
ながら、選定を進めた。

⑨
設備の組合せの
最適化

設備ごとに単独で効率化を図るだけでな
く、設備の組合せの最適化による省エネ化
を検討し、温室効果ガス排出量の削減に努
めます。

【印】花見川終末処理場及び花見川第二終
末処理場では運転管理によるエネルギー削
減手法は、実運用にてすべて実施済み
【手】該当なし
【江】該当なし

【印】花見川終末処理場及び花
見川第二終末処理場では運転管
理によるエネルギー削減手法
は、実運用にてすべて実施済み
【手】該当なし
【江】水処理第3系列の設備で設
計ミニVEを実施し、新技術・省
エネ性・最適化等の検討を行
う。

【印】
印旛沼下水道事務所において、
令和５年度に実施した「花見川
終末処理場３号汚泥焼却炉更新
基本計画再検討業務委託」の検
討結果をもとに、PPP/PFIの導
入も視野に含めた焼却炉の更新
工事に向けて、基本設計業務委
託を実施する。

【印】R2～R5において、サウンディング調査を行
い、焼却炉の基本検討までを実施した。R6からは
DBを視野に基本設計を進めていく。
【手】汚泥焼却炉の更新等にあたって,手賀沼下水道
事務所においてＰＰＰ／ＰＦＩ手法を含めた導入可
能性を調査し、関心度が高い「事業範囲」、「事業
手法」について把握した

令和11年度までに震災前の水準を目指し
汚泥の資源化を図っていきます。
（震災前の汚泥の資源化率：84％）

(5)
創エネ・省エ
ネの推進

⑥
未利用エネル
ギーの活用

未利用エネルギーの具体的な活用方法や
PPP/PFI導入など整備手法について検討
するとともに、老朽化した焼却炉の更新に
合わせた汚泥有効利用施設の整備を進めて
いきます。

印旛沼下水道事務所において、花見川終末
処理場３号汚泥焼却炉更新基本計画再検討
業務委託を発注し、焼却炉の更新に向け
て、PPP/PFIの導入も視野に業務を実施し
た。

⑦ 処理水の熱利用

花見川終末処理場では、今後も、事業者の
意向を踏まえ、処理水の熱利用を継続して
いきます。

【印】地域冷暖房事業の需要に合わせて、
処理水の安定供給を行ってきた。供給施設
を維持管理し、必要に応じて修繕を実施し
た。

引き続き安定供給と施設の維持
管理を行う。

【印】
・地域冷暖房事業の需要に合わせて、処理水の安定
供給を行うことができた。
・供給施設を維持管理し、必要に応じて修繕を実施
した。

【印】・需要に合わせて安定供
給を実施する。
・再生水処理施設の設備老朽化
に対応して、修繕計画を立案す
る。

【印】利用者が限定されていることや、新型コロナ
ウィルスの影響もあり、再生水の使用水量は徐々に
改善が見られるが、伸び悩む状態である。
　今後は、安定的な供給ができるよう、コストや事
業継続性を考慮した修繕計画を作成していく。

(4)
処理場用地の
有効利用

⑤
施設の上部空間
等の有効利用

江戸川第二終末処理場や花見川終末処理場
では、今後も引き続き、施設の上部空間な
ど有効利用を図っていきます。

【印】施設の安全対策等のため、R4年6月
から閉鎖
　覆蓋（脱臭機械室）改修実施設計を行っ
た。
【江】江戸川第二終末処理場のいこいの広
場の一般開放を継続して実施。
・利用者数：74,274人(福栄スポーツ広
場)

【江】江戸川第二終末処理場の
いこいの広場の一般開放を継続
して実施。令和６年度より、い
こいの広場の再整備検討業務を
実施予定。

【印】令和２，３年度は順調に利用者を増やし、施
設の上部利用空間（ふれあい広場）の有効利用がで
きた。令和４年度からは覆蓋（脱臭機械室）に不具
合が見つかり、ふれあい広場は安全対策のため閉鎖
している。再開のため、早期復旧を図る。
【江】毎年度、江戸川第二終末処理場いこいの広場
の一般開放を継続して実施している。
また、令和６年度に、いこいの広場の再整備検討業
務を実施している。

【印】資源化率　 65％
再資源化業者の施設トラブル等も少なく、
再資源化率は増加した。
【手】資源化率　79％
【江】資源化率　63％

【印】再資源化業者数を増やす
等の発注方法を検討する。
【手】委託の一部は、入札参加
資格要件で処分方法を資源化に
限定することを検討していく。
【江】引き続き再資源化業者の
受入可能量等を勘案したうえ
で、発注仕様を検討していく。

【印】再資源化業者の施設トラブル等での受入中止
等により、再資源化率が影響を受ける。そのため再
資源化量を増やすため、肥料化を含めた利用用途を
考慮して業者数を増やして、リスク分散を含めて発
注方法を検討する。
【手】令和１１年度までの目標である汚泥の資源化
率８４％に対し、令和５年度では７９％となってい
る。引き続き委託の一部を資源化に限定した処理方
法を進めていくことで、目標に近づけたい。
【江】引き続き再資源化業者の受入可能量等を勘案
したうえで、発注仕様を検討し、再資源化率の向上
を図っていく。

(3)
下水道資源の

有効利用

令和5年度再資源化率

【印】Ｒ６年度に、花見川終末
処理場の段階的高度処理認定の
ための評価データを収集予定。
（流入水量の確保が課題となっ
ている）
【江】江戸二：水処理1～８系列
の段階的高度処理を認定する予
定。

【印】花見川終末処理場については、リンを対象と
した段階的高度処理の認定は完了しており、窒素を
含めた認定については引き続きデータ収集中であ
る。（処理場の修繕等のため日平均流入水量の条件
が未達成である。）
　また、花見川第二終末処理場については、窒素及
びリンを対象とした段階的高度処理の認定を完了し
ている（対象は、第１・第２系列）。
【江】令和5年度に、江戸川第二終末処理場の評価
データの収集を終了し評価書を提出した。今後、
（下水道課において、）江戸川第二終末処理場の第1
系列から第８系列について、段階的高度処理の認定
を行う予定。

令和5年度進捗率

【江】水処理第１系列を計画通り令和２年度に供用
した。
　また、令和５年度までに、汚泥焼却炉の整備及び
北側用地買収は完了したが、水処理２系列土木工事
が遅れており、計画進捗には追い付いていない。計
画通りの進捗に近づくよう水処理２系列について、
後続する工事との調整を図り、令和９年度の供用開
始に向けて整備を進める。

44%
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(1) 未普及対策 ①
江戸川第一終末
処理場の整備

令和2年度中に水処理第1系列を供用しま
す。また、令和11年度までに水処理第2
系列などを供用するとともに、処理第3系
列以降も順次整備していきます。

【江】
・汚泥焼却炉完了

【江】
・水処理第２系列土木躯体完了
・自家発電機棟完了

(2)
高度処理の

推進 ②
既設施設の段階

的高度処理

江戸川第二終末処理場等の一部の水処理系
列において段階的高度処理を実施します。

【印】花見：段階的高度処理認定のための
条件の流入水量が不足したため、Ｒ６年度
もデータ収集を継続する予定。
【江】江戸川第二終末処理場の評価データ
の収集を終了し評価書を提出した。

令和５年度進捗率

11%

③
再生水の有効利

用

花見川終末処理場では、今後も、公共施設
や大規模商業ビル等の事業者の意向や社会
環境の変化を踏まえながら、再生水の有効
利用を実施していきます。

【印】・再生水の供給を安定的に実施し
た。
・コロナ禍の影響もあるが、需要が徐々に
改善している。

令和５年度進捗率

④ 汚泥の有効利用

経営
方針

主要施策
計画期間での取組目標（令和11年度）

令和５年度の
実施内容・成果

令和６年度の
実施予定内容

総括
コメント

（R2～R5）

「経営戦略」　進捗管理総括表



　 取組 具体的な取組内容

経営
方針

主要施策
計画期間での取組目標（令和11年度）

令和５年度の
実施内容・成果

令和６年度の
実施予定内容

総括
コメント

（R2～R5）

「経営戦略」　進捗管理総括表

57% (目標８７%)

36% (目標47%)

158% (単年目標)

⑳ 共同研究

「共同研究」を行い、成果を流域下水道事
業へ応用するとともに、職員の技術力の向
上を図っていきます。

令和５年度においては、共同研究に関する
提案はなかった

千葉県下水道公社が定めた課題
や、下水道公社以外の者が提案
した課題に関する調査研究を実
施

共同研究に関する提案があった年度においては、成
果を共有するなどし、職員の技術力向上を図れた。

(4)
職員の技術力
の向上

⑲ 研修・講習会等

研修や講習会への積極的な参加を推進する
とともに、勉強会、現場見学会を開催する
など、職員の技術力の向上を図っていきま
す。

【印】勉強会3回（23人）
　　　現場の日2回（20人）
【手】勉強会12回（78人）
　　　現場の日2回（20人）
【江】勉強会4回（31人）
　　　現場の日2回（30人）

各下水道事務所で勉強会、現場
の日を実施

【印】毎年、勉強会や現場の日を実施することによ
り、職員の技術力向上が図られた。
【手】適宜内容の見直しを行いながら。勉強会や現
場の日を実施し、職員の技術力の向上が図られた。
【江】職員の技術力の向上に資するため、毎年、継
続して勉強会、現場の日を実施している。

令和5年度進捗率

⑱
PPP/PFIの原則
導入

下水処理場の施設改築や汚泥有効利用施設
の新築にあたっては、PPP/PFIの導入に
ついて検討を行い、民間事業者の創意工夫
やノウハウの活用により下水道事業の一層
の効率化を図っていきます。

印旛沼下水道事務所において、花見川終末
処理場３号汚泥焼却炉更新基本計画再検討
業務委託を発注し、焼却炉の更新に向け
て、PPP/PFIの導入も視野に業務を実施し
た。

【印】
印旛沼下水道事務所において、
令和５年度に実施した「花見川
終末処理場３号汚泥焼却炉更新
基本計画再検討業務委託」の検
討結果をもとに、PPP/PFIの導
入も視野に含めた焼却炉の更新
工事に向けて、基本設計業務委
託を実施する。

【印】R2～R5において、サウンディング調査を行
い、焼却炉の基本検討までを実施した。R6からは
DBを視野に基本設計を進めていく。
【手】汚泥焼却炉の更新等にあたって,手賀沼下水道
事務所においてＰＰＰ／ＰＦＩ手法を含めた導入可
能性を調査し、関心度が高い「事業範囲」、「事業
手法」について把握した。

今後も、委託内容を検討しなが
ら継続していくとともに、概ね5
年程度を目安に事後評価を実施
して、包括委託のあり方を見直
しながら維持管理の効率化を
図っていきます。

花見川、花見川第二及び手賀沼終末処理場につい
て、引き続き包括的民間委託を実施した。発注に当
たっては、事後評価委員会の意見を参考に契約年数
等の見直しを行った。

(2)
広域化・共同
化の推進 ⑯

広域化・共同化
の推進

令和４年度までに「千葉県汚水処理広域
化・共同化計画」を策定します。

【印】ＢＣＰの改訂。震災対策
訓練・情報伝達訓練の実施。
【手】BCP・危機管理マニュア
ルの改訂及びBCP訓練情報伝達
訓練、初動職員参集訓練、東葛
飾地区合同水防訓練の実施。
【江】前年度と同様

【印】BCPを随時改訂するとともに、毎年、震災対
策訓練、情報伝達訓練を実施することで、災害時受
援体制の構築・強化及び実効性の向上が図れてお
り、今後も継続する。
【手】毎年BCP・危機管理マニュアルの改訂及び
BCP訓練情報伝達訓練、初動職員参集訓練、東葛飾
地区合同水防訓練を実施し、危機対応に対する意識
付けが図られた。
【江】毎年度、下水道課の主導で、市町村と合同の
BCP訓練を実施してきた。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

⑫

安
定
し
た
経
営
基
盤
の
確
立

(1)
公営企業会計
の導入 ⑮

公営企業会計の
導入

令和2年4月から、地方公営企業法の一部
を適用し、これまでの官公庁会計から公営
企業会計に会計方式を変更します。的確な
経営状況の把握及び財政収支と一体化した
事業計画を策定することにより、安定した
経営基盤を確立していきます。

・会計システムの更新及びインボイス制度
対応
・公認会計士とのアドバイザリー契約締結
・公営企業会計システムの操作研修の実施

・経理処理の参考となるよう経
理事務マニュアルや過去の事務
通知等を常時参照できる環境の
構築（庁内ＨＰの活用等）
・公認会計士とのアドバイザ
リー契約締結

令和２年度から会計制度を公営企業会計に移行する
とともに、マニュアル作成や研修の実施などにより
職員への会計制度の普及に努めるなど、当初の取組
目標を達成した。

(3)
民間活力の
活用

⑰
包括的民間委託
の推進

今後も、委託内容を検討しながら継続して
いくとともに、概ね5年程度を目安に事後
評価を実施して、包括委託のあり方を見直
しながら維持管理の効率化を図っていきま
す。

手賀沼終末処理場の包括的民間委託を発注
手続きを行った。また、過年度の事後評価
委員会の意見を参考に契約年数を見直し
た。

令和４年度に策定した千葉県汚水処理広域
化・共同化計画に基づき、適切に進捗管理
を行い、取組み
メニューの進捗を図った

令和４年度に策定した千葉県汚
水処理広域化・共同化計画に基
づき、適切に進捗管理を行うこ
とで、取組みメニューの進捗を
図る。

取組目標に掲げていた「R４年度までに計画策定」を
達成し、計画に基づいて適切に進捗管理を行うこと
ができた。

令和５年度進捗率

(3) ＢＣＰの推進 ⑭ ＢＣＰの推進

災害時受援体制の構築・強化及びロールプ
レイ型訓練により実効性の向上を図りま
す。また、PDCAサイクルによる計画の
見直しを進めていきます。

【印】ＢＣＰの改訂。震災対策訓練・情報
伝達訓練の実施。
【手】BCP・危機管理マニュアルの改訂
及びBCP訓練、情報伝達訓練、初動職員
参集訓練、東葛飾地区合同水防訓練の実
施。
【江】BCP訓練の実施。

令和５年度進捗率

(2)
地震対策の

推進 ⑬
総合地震対策計

画の推進

各施設の地震対策は、流域別の総合地震対
策計画に沿って実施していきます。

【印】花見川終末処理場導水渠の耐震補強
工事、西部幹線耐震診断等の実施
【手】総合地震対策計画の策定（令和6年
度～令和10年度）
水処理第4系列の耐震診断、第二沈砂池ポ
ンプ棟の補強実施設計、水処理第3系列伸
縮継手設置の実施設計、水処理第5系列の
耐震補強工事（第5系列の耐震化が完
了）、水処理施設EX-Jへの伸縮継手設置
工事の継続実施（令和5年度は水処理第4
系列）、第二分水槽工事の継続実施。
【江】江戸川第二終末処理場水処理施設の
地震対策工事、市川ポンプ場の耐震診断、
幹線管渠耐震診断、特殊人孔地震対策工事
を実施

【印】花見川終末処理場導水渠
の耐震補強工事、印西幹線耐震
診断等の実施
【手】・北部幹線特殊人孔耐震
補強、水処理第2系列伸縮継手設
置、放流ポンプ棟2系統化の実施
設計
・水処理第3、４及び６系列・揚
水ポンプ棟の耐震診断
・水処理第３系列伸縮継手設置
工事
・第二分水槽工事の継続実施。
【江】江戸川第二終末処理場の
水処理施設等の耐震診断及び地
震対策工事、市川ポンプ場の耐
震診断、幹線及び特殊人孔の耐
震診断、特殊人孔の地震対策工
事を実施

【印】各施設の地震対策は、流域別の総合地震対策
計画に沿って工事等を実施してきたが、施設管理の
制約や支障物等による工事困難箇所により、部分的
な完了となっている施設が多くなっている。今後、
導水渠工事を継続していくことや高度な耐震診断を
行う等して耐震化率を向上させていく。
【手】令和元年度～令和5年度を計画年次とする第3
次計画を実施した結果、放流ポンプ棟を除く簡易処
理ルートの耐震化が完了し、第二分水槽も繰越事業
となったが令和6年度上半期には完成予定である。令
和5年度に第4次計画を策定し、現在は同計画に則り
施設の耐震化や伸縮継手の整備を進めている。令和6
年度に策定予定であるストックマネジメント計画と
の整合を図り、必要に応じて計画を見直していく。
【江】総合地震対策計画（計画期間：R1～5）に基
づき耐震診断を行い、施工可能な箇所から対策工事
を実施した。令和６年度からは、令和５年度に策定
した新たな総合地震対策計画（計画期間：R6～
10）に基づき耐震化を推進する。
　なお、施工困難箇所については、新技術の動向を
注視しながら、引き続き施工方法を検討する。

【印】印旛沼流域下水道鹿島幹線
長寿命化対策工事の実施＜新規着
手＞花見川終末処理場汚泥処理棟
高圧受変電設備更新工事ほか２件
（計２件）、＜完成＞八千代ポン
プ場電気設備更新工事ほか２件
（計３件）
【手】名戸ヶ谷幹線における管更
生工事の継続実施。汚泥濃縮棟脱臭設備更
新工事などを実施。
【江】＜完成＞江戸川第二終末処
理場水処理第８系列監視制御設備
他更新工事ほか、＜新規着手＞江
戸川第二終末処理場No1汚泥脱水
機設備他更新工事（機械・電気）

【印】印旛沼流域下水道鹿島幹
線長寿命化対策工事の実施＜新
規着手予定＞鹿島ポンプ場電気
設備更新工事ほか２件（計３
件）、＜完成予定＞八千代ポン
プ場電気設備更新工事ほか２件
（計３件）
【手】名戸ヶ谷幹線管更生工事
（繰越）の完成、名戸ヶ谷幹線
管更生工事の発注（国補正要望
対応）。
【江】江戸川第二終末処理
場管理本館高圧受変電設備
更新工事の発注。

【印】ストックマネジメント計画に基づき、改築・
更新工事を計画的に実施してきたが、計画後期に事
業費が偏っていたこと等により進捗に遅れが生じた
ことから、令和６年度策定の次期ストックマネジメ
ント計画では更なる平準化を検討する。
【手】令和３年に名戸ヶ谷幹線における管更生工事
の実施設計を行い、令和４年度からの計画区間を分
割して管更生を行い。
令和６年度発注により計画区間の施工が完了する予
定。
また、設備更新に関しては、交付金不足等のため進
捗に遅れが見られることから、ストックマネジメン
ト計画と整合が図られるよう、設置する施設の耐震
状況も勘案しながら推進していく。
【江】交付金不足のため、計画に対して遅れが生じ
ている。そこで、 令和６年度から、県単独費を活用
した執行を計画し適切な執行につとめる。なお、国
の補正予算等により交付のめどが立った場合には、
交付金の活用を図ることとした。

(1)
長寿命化の

推進

ストックマネジ
メント計画の推

進

ストックマネジメント計画に基づき、施設
の点検・調査及び改築・更新を計画的に
行っていきます。



　 取組 具体的な取組内容

経営
方針

主要施策
計画期間での取組目標（令和11年度）

令和５年度の
実施内容・成果

令和６年度の
実施予定内容

総括
コメント

（R2～R5）

「経営戦略」　進捗管理総括表

㉖ 用地の民間活用

未利用地の更なる活用のため民間事業者に
未利用の下水道用地の貸付けをするなど、
賃料収入を得る取組について検討していき
ます。

【印】救急搬送用のヘリポートを病院局と
の協定で供用している事例や、覆蓋上部の
美浜ふれあい広場の供用などの無償の事例
はあるが、賃料収入を得る未利用地貸付は
行っていない。
【手】指定廃棄物を一時保管しているた
め、用地の民間活用は困難。
【江】活用を検討。

【手】前年度と同様
【江】前年度と同様

【印】病院局協定のヘリポートや美浜ふれあい広場
等の未利用地活用の事例はあるが、賃料収入を得る
貸付等は実施していない。
【手】手賀沼終末処理場内の未利用地については、
指定廃棄物を一時保管しているため、用地の民間利
用は困難である。
【江】今後も、活用について検討を行う。

下水熱の活用

「下水熱ポテンシャルマップ」の作成によ
り民間事業者等の更なる下水熱利用の促進
を図るなど、収益を増やしていく取組につ
いて検討していきます。

取組み実績なし 流域下水道事業で実績のある他
県等に聞き取りを行う等、情報
収集を行う。

新規取組についてはなかったが、民間事業者による
下水熱の利用については、継続して行われている。

㉕
太陽光発電設備
の設置

下水道用地内への太陽光発電設備の設置・
運営の可能性について、PPP/PFIの導入
と併せて検討していきます。

昨年度の検討業務で提示された課題を解決
するよう、さらに検討を進めるとともに、
太陽光発電設備設置に向けた設計業務を発
注するため、資料収集等の準備を行った。

昨年度行った準備を基に、処理
場の一部分で太陽光発電施設を
設置していくよう、設計業務委
託及び工事を実施する予定。そ
の先の設置計画についても、引
き続き検討を行っていく。

検討業務委託の成果を受け、問題点を洗い、それを
踏まえた委託業務や工事の発注準備を行うことがで
きた。今後も引き続き検討や発注を進め、事業を実
現させていく。

㉔

㉓ エネルギー診断

各処理場でエネルギー診断を実施し、令和
４年度までに実証運転を実施しエネルギー
使用量の削減に努めます。

【印】花見川終末処理場及び花見川第二終
末処理場では運転管理によるエネルギー削
減手法は、実運用にてすべて実施済み。
【手】実証実験結果に基づき、一部の機器
について実運用を実施。
【江】江戸川第二終末処理場で消費エネル
ギー診断業務の成果品に基づき実運用を実
施。

【印】花見川終末処理場及び花
見川第二終末処理場では運転管
理によるエネルギー削減手法は
すべて実施済みでなので、実運
用でエネルギー削減を継続す
る。また、省エネ機器の更新を
検討する。
【手】実証実験の結果より、出
来るものについては、取り入れ
たい。
【江】前年度と同様。

【印】花見川終末処理場及び花見川第二終末処理場
では運転管理によるエネルギー削減手法はすべて実
施済み。引き続き、実運用でエネルギー削減を継続
する。また、省エネ機器の更新を検討する。
【手】処理場のエネルギー診断の検討を行い、一部
の機器については、実運用を実施したところである
が、近年は、施設の老朽化による機器の故障が頻発
しており、エネルギー使用量の効果的な削減には
至っていない。
【江】江戸川第二終末処理場で消費エネルギー診断
業務の成果品に基づき実運用を実施し、エネルギー
使用量の削減を行った。引き続き実運用を実施す
る。

雨水時浸入水の多い地区の特定するととも
に、関連市町による雨天時浸入水対策計画
の策定・実施など、浸入水削減の取組につ
いて関連市町と連携して取り組んでいきま
す。

【印】・流域市町と不明水対策会議を実施
し、対策の実施状況を確認。
・花見川第二終末処理場の不明水対策（主
ポンプ３台運転（大１台，小２台））の業
務基本設計業務。
・平戸ポンプ場のポンプのインバーター化
の基本・実施設計業務
【手】流量計を１基設置。不明水対策会議
を開催し、関連市が行う対策の進捗状況確
認と対策の推進を要請。
【江】不明水対策担当者会議を実施し、関
連市の対策計画の策定・実施など浸入水削
減の取組について連携して取り組んだ。
　また、流量計の追加設置に向けた実施設
計を行った。

【印】・流域市町と不明水対策
会議を実施し、対策の実施状況
を確認する。
・花見川第二終末処理場の不明
水対策（主ポンプ３台運転（大
１台，小２台））の業務実施設
計業務
・平戸ポンプ場のポンプのイン
バーター化の工事発注
【手】流量計１基を追加で設
置。不明水対策会議を開催し、
関連市が行う対策の進捗状況確
認と対策の推進を要請。
【江】流量計を追加で１基設置
予定。不明水対策担当者会議を
実施し、関連市の対策計画の策
定・実施など浸入水削減の取組
について連携して取り組む予
定。

【印】流域市町と不明水対策会議を毎年実施し、対
策の実施状況を確認した。また、不明水対策工事に
関して、花見川第二終末処理場についての設計業務
委託及び平戸ポンプ場についての設計業務委託・工
事発注を行った。
【手】雨天時侵入水の多い地区を特定するための取
組として、流量計設置を進めている。また、毎年、
不明水対策担当者会議を実施し、関連市の対策状況
の計画に対する実施状況の確認や対策の要請をする
など、県市連携して取組んでいる。
【江】毎年度、流域関連市と不明水削減のための不
明水対策会議を開催し、不明水の流入状況の把握と
対策の推進を要請している。
また、令和２年度に大橋流量計を設置、令和６年度
は大金平流量計を設置見込みである。
令和６年度以降も流域関連市と連携して、対策に取
り組んでいく。

設計段階では、ライフサイクルコストの比
較検討、省エネ機器の導入、新技術の活用
の検討などコスト縮減に努めます。施工段
階では、再生資材を活用することで建設費
の削減に努めます。

【印】再生砕石等の再生資材の活用
【手】・設計の段階で、あと施工型せん断
補強筋挿入工法における各工法のコスト比
較を実施。（資材価格特別調査による）
・施工の段階で、掘削土砂の現場内利用。
再生砕石、再生アスファルト等再生資材の
利用。
【江】
Co殻を粉砕し砕石として使用

【印】前年度と同様
【手】前年と同様に、設計の段
階であと施工型せん断補強筋挿
入工法における各工法のコスト
比較を実施。
施工の段階で掘削土砂の現場内
利用。再生砕石、再生アスファ
ルト等再生資材の利用。
【江】水処理第3系列の設備で設
計ミニVEを実施し、最適設計に
よる初期コストの縮減を図る。

【印】設計の段階で、再生資材の活用を推進し再生
砕石等の使用を定めたことで建設費の削減に努める
ことができた。
【手】再生資材や発生材の使用は継続的に取り組ん
でいる。あと施工型せん断補強筋や伸縮継手につい
ては年度毎に価格調査による経済比較を行い、費用
面からの比較検討を行っている。
また、設備更新に関しては、設計段階で省エネ機器
の導入を図りコスト縮減に努めた。
【江】適宜、設計ミニVEを実施し、最適設計による
初期コストの縮減を検討した。また、施工段階で
は、Co殻を粉砕し砕石として使用し、コスト縮減に
努めた。
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(5)
雨天時浸入水
の削減 ㉑ 不明水対策

(6)
コスト縮減・
収益増加

㉒
設計・施工段階
での取組


